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SalomeMecaでメッシュ（unv形式）を切り、Foam形式に変換

Salome側で定義したface、volumeのグループがそのグループ名ごと
Foam形式に変換できるものを作成。
　（patch、faceSet、cellSet、faceZone、cellZoneが名前を引き継いで作成する。）

＜OpenFOAMで複数の物性値を定義する方法（08/9月当時）＞

1. モデル全体のメッシュを切る。
2.　メッシュモデル全体から定義したい部分（領域をstl形式で定義）を抜き出す。
　　　領域をstl形式で保存、cellSetDictを作り、cellsetを実行
3.　抜き出した部分にデータをセット
　　　setFieldsDictを作り、setFieldsを実行
4.　結果を確認
　　　paraFoamでセットした値を確認

・定義したい領域のﾓﾃﾞﾙを作り、cellsetDictを作る必要がある。
・既にメッシュがある状態から、部分的にメッシュを取り出すので、境界が正確に
　抜き出せない。
・全て、文字ベースで実行される為、領域名とモデルにイメージがつかみ難い。

＜デメリット＞

＜作成した動機＞
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cellSetで領域を抜き出して
値を設定

salomeMeca側で領域を定義し
値を設定

境界が正確に定義できている

ﾓﾃﾞﾙを領域分割して、熱流束解析を実施。 Cu

ｾﾗﾐｯｸ
Fe

100℃一定

初期値：20℃
具体例：各領域の境界を確認した結果（08/9月当時：OF-1.4.1）

項目 記号 単位 Cu Fe ｾﾗﾐｯｸ 備考

密度 ρ kg/m3 8.96e3 7.83e3 2.30e3

比熱 C J/kg.K 383 465 1046

熱伝導率 λ J/m.s.K 386 52.8 1.162

熱拡散係数 α m2/s 112e-6 14.5e-6 0.482e-6 λ／ρC

＜物性値＞
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SalomeMecaでメッシュを作り、変換すると領域の境界がきれいに切れる。
この手順を説明。

具体例：計算結果（60ｓ後の結果）

cellSetで抜き出し SalomeMeca

結果が少し異なっている
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1.　SalomeMecaで作ったメッシュを変換する方法

damBreakを例にとる

1-1.　Caseの作成
　　tutorialsをコピーして、case「damBreak-test」を作成。
　　（OpenFOAM/xxx-1.7.1/run/tutorials/multiphase/interFoam/laminer/damBreak）
　　caseフォルダ内にmodelフォルダを作成する。
　　　
　　　　test
　　　　　damBreak-test　　caseフォルダ
　　　　　　0
　　　　　　constant
　　　　　　model　　　　　新たに作成（この中にSalomeMeca関係のファイルを置く）
　　　　　　system

modelフォルダ内にSalomeMecaで作成したunv形式のメッシュファイルを置き
このメッシュファイル（mesh.unv）をFoam形式に変換する。
（変換するファイルを固定して、後処理が楽になるようにした）
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1-2.　SalomeMeca側でメッシュ作成

open（face）

wall（face）

frontBack（face）
（表裏全面）

water（volume）

UNV形式を選択 ファイル名を「mesh.unv」として
damBreak-test/modelフォルダ内に保存する
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1-3.　メッシュ変換（unv形式　→　Foam形式）

FOAM端末を起動し「unv2gmshToFoam」を実行

＜処理内容＞

「model/mesh.unv」ファイルを
unv→gmsh形式に変換
　（unv2gmshを実行）
gmsh→Foam形式に変換
　（gmshToFoamを実行）
Salomeのグループ名をFoam側に設定
　（unv2gmshToFoamSmoothを実行）

　ideasUnvToFoamもあるが、
　　これは、volumeを認識しないので
　　unv2gmshToFoamを作成した

これにより、salomeで設定した
グループ名がそのまま
　patch、
　faceZone、cellZone、
　faceSet、cellSet
の名称に適用される。

赤字を新たに作成した
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1-4.　メッシュ変換後のboundaryとsetsフォルダの内容

Boundaryの内容

＜変換前（tutorial）＞

polyMeshの内容

＜変換前＞ ＜変換後＞

water

Patch名がSalomeグループ名に変わる

setsフォルダが追加され
　　cellZone_waterができあがる

＜変換後（SalomeMeca）＞
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1-5.　boundaryFieldのクリア

まだ、各fieldのboundaryFieldが変更されていないので、boundaryFieldの内容を
boundaryのpatch名に合わせ、zerogradientにセットする。
（FOAM端末を起動し「clearFields」を実行）

この操作で全て設定が完了した事になり、形状をparaFoamで確認できる。
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1-6.　メッシュ変換結果

open

wall

water

paraFoamによる確認結果

変換後のbundaryの内容

正常に変換ができている。

SalomeMecaのメッシュ 10/23



1-7.　境界条件、初期値の設定、実行

メッシュ変換ができたので、以下を設定してsolverを実行する。
（通常通りに実行）

1.　setFieldsで「alpha1」 fieldの水の領域（cellZone_water）に「1.0」をｾｯﾄ

2.　各fieldのboundaryFieldを作成

3.　interFoamを実行
＜実行結果＞
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2.　TreeFoamの紹介

SalomeMecaで作成したメッシュ（mesh.unv）変換する操作をスムーズに行う為、
及びOpenFOAMの操作性を向上させる為、TreeFoamを作成した。

OF-Launcher（従来）

1.　今どこにいるか判り難い。
　　（ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが判り難い）
2.　ﾍﾟｰｼﾞをめくる感覚なので、必ず
　　2ｱｸｼｮﾝの操作が必要。
3.　境界条件の設定をｽﾑｰｽﾞに
　　行いたい。
　　fieldやpatchが多い場合、設定や
　　その確認に時間が掛かるし、
　　入力ﾐｽも発生する。

TreeFoamを作成
（gridEditor）

2-1.　今までの方法
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2-2.　TreeFoamの概要

ﾂﾘｰでﾌｫﾙﾀﾞを表示：ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘが一目で判る
　（OpenFOAMの解析case、使用solver、どこまで計算したかも判る様に表示）
一画面に全てのﾎﾞﾀﾝを配置（1ｱｸｼｮﾝで操作）
gridEditorを使って、境界条件をExcelの様に表形式（field×patch）で編集できる。

ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ
（「ﾚ」点が付く）

OpenFOAMの
CaseﾌｫﾙﾀﾞSolver名

時間ﾌｫﾙﾀﾞの数、開始,終了時間Caseﾌｫﾙﾀﾞのｱｲｺﾝ

ﾌｫﾙﾀﾞをﾂﾘｰで表示。Caseﾌｫﾙﾀﾞを認識。
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2-3.　メッシュ変換の例

既にメッシュファイル（model/mesh.unv）が存在しているものとする

tutorialsのﾃﾞｯﾄﾞｺﾋﾟｰ
（計算後）

新しいﾓﾃﾞﾙ
（計算前）

3.ﾒｯｼｭ編集ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ

1.選択

2.設定
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2-3.　メッシュ編集（ﾒｯｼｭ変換、ｽｹｰﾙ設定）

1.ｸﾘｯｸ（volume）をｸﾞﾙｰﾌﾟ化している場合
　（unv2gmshToFoamを実行）

確認メッセージ

ｽｹｰﾙの
確認

メッシュ変換は完了
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2-3.　boundaruFieldのｸﾘｱ

1.Fieldﾃﾞｰﾀｾｯﾄボタンをｸﾘｯｸ

2.ｸﾘｯｸして全ての「boundaryField」をｸﾘｱする。
　　（patch名をboundary boundaryField⇔ 間で合わせる）
　internakFieldは、メッシュ変換時にクリアされる。

setFieldsｺﾏﾝﾄﾞでﾃﾞｰﾀをfieldにｾｯﾄする時、
internalFieldやboundaryFieldに矛盾があると
ｴﾗｰが発生する為、これらを合わせる為に
internalFieldとboundaryFieldをｸﾘｱする。
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2-4.　aｌpha1 Fieldにﾃﾞｰﾀをｾｯﾄ
モデル（alpha1 Field）にwater領域を定義する。

1.ｸﾘｯｸしてsetFieldsDictを編集する。
　・systemﾌｫﾙﾀﾞ内にある
　　「setFieldsDict」と「nameList」
　　（field名、set名、zone名のﾘｽﾄ）
　　をgeditで開く
　・setFieldsDictﾌｧｲﾙがない場合は
　　ﾃﾞﾌｫﾙﾄのsetFieldsDictが開く

cellSet名

＜Gedit開いた内容（nameList）＞

Field名

set名

zone名

setFieldsDict保存後は、「setFields」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして実行する

＜setFieldsDict内容＞

2.ｸﾘｯｸしてsetFieldsｺﾏﾝﾄﾞを
　　　　実行する。
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2-5.　境界条件の設定（gridEditorの起動）
境界条件の編集はgridEditorを起動して、ここで編集する。
（gridEditor：境界条件をExcelの様に表形式で編集ができる）

1.ｸﾘｯｸ

2.「Gridで編集」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ
　gridEditorが起動する。

＜gridEditor画面＞

Field名

patch名

setFieldsでﾃﾞｰﾀｾｯﾄした為
List形式になっている。
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2-6.　境界条件の編集（gridEditorで編集）
複数起動したgridEditor間で「ｺﾋﾟｰ」「貼付け」が可能な為、「damBreak」と「damBreak-newModel」
の2ヶのgridEditorを起動する。

wallのﾃﾞｰﾀを全て選択し、
　　　右ｸﾘｯｸして「ｺﾋﾟｰ」

wallのpatchTypeを選択し、
　　　右ｸﾘｯｸして「貼付け」
（画面は既に貼付けた状態）

同様にしてﾃﾞｰﾀを
ｺﾋﾟｰして境界条件を
作成し、保存する。

case名を表示
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2-6.　境界条件の編集（gridEditorで編集）

「ｺﾋﾟｰ」「貼付け」で作成した境界条件

nFaceが「0」のpatchは、黄色のﾊｯﾁﾝｸﾞで表示される。
ﾊﾟｯﾁ名を右クリックしてpatchを削除できるので、
このﾊﾟｯﾁを削除する。
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2-6.　境界条件の編集（gridEditorで編集）

不要なpatchを削除した最終的なboundaryFieldの内容

モデルの表裏面は、tutorialでは、2次元の解析の為、「empty」になっているが、
今回のモデルでは、厚さ方向のメッシュ数が複数あるので、3次元解析になる。
この為、この面を上記設定に変更した。
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2-3.　計算開始

1.ｸﾘｯｸ（計算開始） 2.ｸﾘｯｸ（paraFoam起動）
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3.　まとめ

1.　SalomeMeca側でモデルを確認しながら定義したfaceやvolumeのｸﾞﾙｰﾌﾟを
　　そのｸﾞﾙｰﾌﾟ名ごとメッシュ変換されるので、判り易い。
　　（この方法で、220万要素まで変換できた。これ以上は未確認）

2.　TreeFoamを使うことで、1アクションでメニューが開く。
　　表示がTree構造なので、カレントディレクトリの場所のイメージがわく。

3.　gridEditorを使うことで、fieldやpatchが多くある場合には確認が楽。
　　高速検索しているので、geditよりも高速。
　　internalFieldやboundaryFieldの編集もできるので、非常に便利。

今まで、SalomeMecaやOpenFOAMを使ってきた中で、「これがあったら便利」
と言うものを作ってきた。
これが、TreeFoam、gridEditor。11/4/15から使用開始し、今は、手放せない状態。
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